
       

平
成
二
十
七
年
一
月
十
八
日
、
新
春

を
飾
る
明
和
町
消
防
団
出
初
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

式
典
で
は
五
十
一
名
の
功
績
を
称
え

表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
機

械
器
具
の
愛
護
が
優
秀
で
あ
っ
た
五
部

に
対
し
て
町
長
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

受
章
さ
れ
た
団
員
の
皆
様
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
表
彰
者
は
裏
面
） 

 

       

 

 

屋
外
に
場
所
を
移
し
て
、
団
員
点
検

と
機
械
器
具
の
点
検
が
行
わ
れ
、
来
賓

者
に
閲
覧
し
て
頂
き
ま
し
た
。
最
後
に

恒
例
の
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
明
和
町

消
防
団
一
致
団
結
し
て
今
後
の
活
動
に
、

気
持
ち
新
た
に
取
り
組
ん
で
行
く
事
を

祈
念
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
六
日
、
上

御
糸
小
学
校
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
明

和
町
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
メ
イ
ン
会
場
で
は
地
震
体
験
・
濃

煙
体
験
・
初
期
消
火
体
験
等
、
住
民
参

加
型
の
訓
練
も
行
わ
れ
多
数
の
住
民
の

方
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

明
和
町
消
防
団
も
情
報
収
集
や
資
機

材
を
使
用
し
て
の
救
助
訓
練
等
実
施
し

ま
し
た
。
来
年
度
は
大
淀
小
学
校
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

町
民
の
皆
様
、
是
非
参
加
を
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 

   

平
成
二
十
六
年
十
一
月
三
十
日
に
非

常
招
集
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

防
災
無
線
で
招
集
し
、
迅
速
に
参

集
・
出
動
が
で
き
る
体
制
の
確
立
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
早
朝
に
も
か
か
わ

ら
ず
多
く
の
団
員
が
参
加
し
、
も
し
も

の
時
に
備
え
ま
し
た
。 

終
了
後
、
各
部
車
庫
及
び
機
械
器
具

の
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。 

    

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
二
十
年
の
月

日
が
た
ち
ま
し
た
。
そ
の
年
に
生
ま
れ

た
子
供
が
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

二
十
年
の
経
過
は
記
憶
を
風
化
さ
せ

が
ち
で
す
が
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
（
東

海
・
東
南
海
・
南
海
の
３
連
動
地
震
）

は
、
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
で
あ
り
。
明
和
町
も
影
響
を
受
け

る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。 

 

町
行
政
で
も
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建

設
や
避
難
所
の
整
備
等
の
取
り
組
み
が

進
め
て
い
ま
す
。 

住
民
の
皆
様
も
普
段
か
ら
災
害
へ
の

準
備
を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

 

全分団による一斉放水 

            表彰式典 

 

  

資機材・救助訓練の模様 



  

火
災 

建
物
火
災 

 

９
件 

林
野
火
災 

 

１
件 

車
両
火
災 

 
１
件 

そ
の
他
火
災 
６
件 

 
 
 

死
傷
者 

 
 

１
人 

負
傷
者 

 
 

１
人 

救
急
出
動
件
数 

１
４
０
９
件 

(

１
月
１
日
～
１２
月
３１
日) 

   

４
月 

新
入
団
員
訓
練 

５
月 

３
町
合
同
幹
部
訓
練 

６
月 

夏
季
集
中
訓
練 

９
月 

秋
季
訓
練 

   

三
重
県
消
防
協
会
長
表
彰 

精
勤
章 

第
２
分
団 

副
分
団
長 

長
谷
川 

央 

三
重
県
消
防
協
会
長
表
彰 

表
彰
徽
章 

第
５
分
団 

分
団
長 
 

川
端
伸
広 

第
１
分
団 

中
瀬
弘
雅 

西
田
一
平 

 
 
 
 
 

井
上 

崇 

第
２
分
団 

西
山
昌
伸 

第
３
分
団 

山
中
敬
輔 

土
屋
尊
志 

 

消
防
協
会
松
阪
支
会
長
表
彰 

功
績
章 

第
１
分
団 

分
団
長 

 

北
田
和
広 

第
４
分
団 

分
団
長 

 

中
川
武
彦 

第
６
分
団 

副
分
団
長 

早
川
友
子 

消
防
協
会
松
阪
支
会
長
表
彰 

表
彰
徽
章 

第
５
分
団 

副
分
団
長 

早
川
佳
宏 

第
１
分
団 

吉
川
直
明 

野
田
和
広 

 
 
 
 
 

中
瀬
弘
達 

第
２
分
団 

高
森
琢
摩 

中
川
基
司 

 
 
 
 
 

田
所 

玄 

西
村
史
緒 

第
３
分
団 

辻 

英
浩 

後
藤
真
也 

第
４
分
団 

伊
藤
智
裕 

今
西
悠
介 

 
 
 
 
 

西
川
和
樹 

坂
村
耕
規 

明
和
町
長
表
彰 

勤
続
章 

第
１
分
団 

橋
本
広
基 

西
山
一
臣 

 
 
 
 
 

林 
博
紀 

生
木
洋
佑 

 
 
 
 
 

樋
口
雅
也 
石
田
晃
基 

 
 
 
 
 

辻 

史
宏 

第
２
分
団 

北
村
太
一 

岡
田
力
哉 

 
 
 
 
 

奥
山
雅
史 

西
場
章
桐 

 
 
 
 
 

大
西
由
晃 

第
３
分
団 

浜
口
和
三 

橘 

良
彦 

 
 
 
 
 

西
村
友
成 

第
４
分
団 

浦
田
久
也 

辻 

直
紀 

第
５
分
団 

浅
沼
卓
未 

早
川
真
祐 

 
 
 
 
 

薗
浦
育
哉 

北
出
善
男 

 
 
 
 
 

長
谷
川
禎 

飯
田
泰
敏 

第
６
分
団 

山
中
か
お
り 

明
和
町
長
表
彰 

機
械
器
具
愛
護
表
彰 

第
１
分
団
第
２
部 

第
２
分
団
第
１
部 

第
３
分
団
第
４
部 

第
４
分
団
第
２
部 

第
５
分
団
第
１
部 

   

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
四
日
、 

千
葉
県
浦
安
市
に
て
、
第
二
十
回
全
国

女
性
消
防
団
員
活
性
化
ち
ば
大
会
が
開

催
さ
れ
、
明
和
町
か
ら
は
団
長
を
含
め

た
四
名
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 

 

 

明
和
町
女
性
消
防
団
の
活
動
の
柱
の

ひ
と
つ
、
三
町(

多
気
郡)

女
性
研
修
が
二

月
一
日
に
多
気
町
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
三
町
の
消
防
団
員
間
の
連
携

を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

女
性
団
員
の
活
動
の
幅
も
広
が
り
、

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

    

明
和
町
消
防
団
で
は
、
地
域
の
消
防

団
員
と
し
て
活
動
し
て
頂
け
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
明
和
町
在
住
の
１８
歳

以
上
で
健
康
で
や
る
気
の
あ
る
方
。 

 問
い
合
わ
せ
先 

 

明
和
町
役
場 

防
災
企
画
課 

０
５
９
６
（
５
２
）
７
１
１
０ 

    
 

明
和
町
消
防
団
は
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

を
利
用
し
て
お
り
ま
す
。 

消
防
団
員
の
活
動
や
身
近
な
情
報
を
随

時
発
信
し
て
い
ま
す
。 

「
明
和
町
消
防
団
」
で
検
索
し
て
み
て

下
さ
い
。 

  

明
和
町
消
防
団
新
聞
（
年
２
回
発
行
） 

発 

行 

平
成 

 

年
３
月 

発
行
人 

明
和
町
消
防
団 

作 

成 

明
和
町
消
防
団
企
画
部 
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